









































































































































いうことを明確にしておこう。その一つの証左が、ACTFL（American Council of Teaching 
－ 79 －
Foreign Languages アメリカ外国語教育協議会）がまとめた Standards for Foreign Language 
Learning in the 21st Century（以下、National Standards）という外国語教育基準である。こ
れは、1996 年にその初版（Standards for Foreign Language Learning: Preparing for the 21st 
Century）が発表されて以来、K-12、すなわち幼稚園から高校にいたる継続的な外国語教































































































いうことを認める態度を取り、英語存廃論争が始まったのと同じ 1927 年に発表した ｢新






となったと見るなら、日本の大学英語教育が、1970 年～ 2000 年にいたる 30 年もの間、「英
文学を通して教養を学ぶための読解中心の英語教育」として硬直化したまま、ほとんど有
効な改革を打ち出せなかったこともうまく説明できる。そのような歴史的観点に立って、







1996：1-2）。その先陣を切ったのが、McRae and BoardmanのReading Between the Lines （1984）
だった。McRaeらは、わずか 120 頁足らずの Reading between the Lines の中で、大文字の
“L”で表される《大文字文学》（いわゆるカ






た。McRae が初めて日本に招かれたのは、1998 年 1 月。東大大学院のセミナー “Teaching 


















































































研究グループ ｢大学における英語教育 ｣（代表： 高田康成氏）により 2003 年度に実施されたア
ンケート調査の報告書によると次のような結果が出されている（回答者数： 国・公立・私立あ
わせて 120 大学）。
① TOEIC など外部試験を導入している大学 71.6％
② 外部試験を単位認定している大学 70.2％
③ 外部試験対策講座を正規の授業として実施している大学 45.5％
④ 外国人教員をもっと増やすべきだと考えている大学 47.7％（大井 2004：541）



































































































































































統合の試みが具体的に示されている。『英語教育』も 2004 年 10 月の増刊号で「英語教育
に文学を！」という特集を組み、中学から大学に至る広いレベルでの実践例を紹介してい
る。さらに、そのわずか 2ヵ月後、2004 年の 12 月には『英語青年』でも「大学の英語教育」
という特集が組まれ、読者の英語文学者たちへの覚醒を促そうとしているかに見えた。ま

























“At Oxford particularly many complain that the subjects treated do not interest them.  But as I feel rather 
as a reformer in poetical matters, I am glad of this position.  If I have health and opportunity to go on, I 
will shake the present methods until they go down, see if I don’t.”—To Mrs. Forster.  c. May, 1849.26






1 マシュー・アーノルドMatthew Arnold（1822-1888）の「リヴァプール講演」（‘A Liverpool 
Address’）より抜粋。Allot, Kenneth. Matthew Arnold.  London : Longmans, Green, 1955ケネス・アロッ
ト『アーノルド』山田泰司訳『英文学ハンドブック─「作家と作品」＜第 2期 No.43＞　アーノルド』
（東京：研究社、1971 年）、p.42。この講演は 1882 年 9 月になされた。
2 マシュー・アーノルド『教養と無秩序』岩波新書 1967, p.68
3 アーノルド『教養と無秩序』, p.11




















6 National Standards, pp.325-360。しかし、実は、K-16 の基準があるのは日本語だけでは
ない。中国語とロシア語を除く他の 6 つの現代語が、5C’sと称される５つの目標分野
（Communication, Cultures, Connections, Comparisons, Communities）のそれぞれについて、4年




全訳が閲覧できる。また、日本語の National Standardsに関する詳しい関連情報は、ATJ（The 
Association of Teachers of Japanese 全米日本語教師会）のウェブサイト（http://www.colorado.
edu/ealld/atj/Teamreports/toc.html）が参考になる。















11 ハロルド・E・パーマー（Harold E. Palmer）。ロンドン大学の音声学教授をしていたが、富豪
松方幸次郎が資金を提供して招聘され、1922 年から 1936 年まで文部省の英語教授顧問とし
て日本で口語英語の指導にあたった。
12 URL http://www.onweb.to/ken9/log/200103151.htm より 2006 年 12 月 20 日に取得。3つの書き
込みは、いずれも同一人物のもの。ただ、これが単なる個人的なネット上の独り言でない
ことは、2001 年（H.13 年）9 月実施京都大学の卒業生へのアンケート「自己点検・評価等
専門委員会から卒業生へお願いしたアンケートの集計結果」（http://www.kyoto-u.ac.jp/kikaku/
tenken3/an01/anke-to.pdf より 2007 年 1 月 7 日に取得）や 1999 年に行われた九州大学の授業
アンケート結果（http://www.rc.kyushu-u.ac.jp/~ilc/evaluation/17.html より 2007 年 1 月 2 日に取









13 江利川春雄 ｢英語教科書から消えた文学 ｣『英語教育』2004 年 10 月増刊号 Vol.53 No.8, p.18



















 ＜ http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou//13/01/010110e.htm＞ アクセス 2007 年 1 月 19 日。
23 江利川は、「大学英語教科書協会のホームページ（http://www.daieikyo.jp/index.html）で
2004 年度の新刊書の点数をカテゴリー別に検索し ... のべ 325 点のうち，... 英文学は圏外で，

















27 成田成壽『研究社英米文學評傅叢書 -55-　アーノルド』東京：研究社 , 1934, p.18。
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